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最近の超音波実験[1-3]で、構造転移温度九および超伝導転移温度丸まで続く巨大なソフト化が

観測され、その超伝導メカニズムとの関連に注目が集まっているo このソフト化は、 orthorhombic

モードに対応する弾性定数C66のみに現れ、 B1gやEgモードに対応する弾性定数(C11-C12)/2 

やC44には見られないこと、また、磁場にほとんど依存しないことが示されている [3]。この実験

結果を再現しうるモデルとして、鉄のd電子閣のクーロン相互作用に加えて、 dyz-dzxの軌道揺ら

ぎと orthorhombicモードとの電子格子相互作用gを取り入れた2次元16バンドd-p模型を考え、

Hartree-Fock近似とRPAの範囲内で電子状態と超伝導を議論した [4]0その結果、 gが大きい場合

には、 dyz-dzx軌道聞の占有数が分裂する強軌道秩序がtetra-ortho構造転移を伴って実現し、そ

の転移温度九が反強磁性転移温度TNより高くなること、また、この場合に実現する超伝導は強

軌道揺らぎを媒介とする S++波であることが示された。一方、 gが小きい場合には、ストライプ

型反強磁性が構造転移を伴って実現し、その転移温度はドーピングに依らず乙=TNとなること、

また、この場合に実現する超伝導は多くの研究者によって主張されてきたスピン揺らぎを媒介と

する 8土波であることが示された。前者は、鉄系超伝導体の実験の相図(ドープされたときは常に

丸>TN)と弾性定数C66のソフト化を再現するとともに、得られた S++波超伝導は、超伝導

転移温度九の不純物効果が小さい実験結果[5]とコンシステントである。さらに、 orthorhombic

モードとの電子格子相互作用gが大きいことは、 C66の温度依存性から導出されたJahn-Tellerエ

ネルギーが数10Kもの非常に大きな値をもつこと [2，3]とも対応する。
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